
取 材 日：2023 年 10 月 18 日
取材場所：日本大学医学部

普段あまり知ることのできない「医療

人や人としての新生児科リーダー」に

スポットをあてて、歩んできた道のり、

専門家としての矜持などをうかがい、

若手の新生児科医にむけたメッセージ

をお届けします。

新生児科リーダーの
歩んできた道

10の質問で　ひも解く
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今（取材は2023年10月）、人生で最も忙しい時を過ごして
いるかもしれません。ビジネスアワー（9時～17時頃）は学
生教育、診療、会議やメールでのやり取りなどで忙殺されて
います。そのため、平日の夜や休日に、ビジネスアワーに
できなかったことをこなしているのが実情です。
ただ、睡眠時間は確保していますね。 11～12時頃に就寝し、
朝6～7時頃に起きています。

なお、働き方改革で医療現場が大きく変わることが予想さ
れています。働き方改革に関する大まかなルールは、大学
病院の上層部から伝えられるはずです。そのルールは守っ
てもらわないといけませんが、あとは先生方のライフスタ
イルを尊重したいですね。自律的に活動してもらいたいと
思っています。

Q8

A.

現在の一日のスケジュールを教えていただけますか。

とても忙しいですが、睡眠時間は7～8時間取れています。

医学研究には、流行りがあります。ある時期に“花形”だった
領域があったとしても安易に日和らず、自分がやりたいこと、
できること、やるべきことを行っていれば、そのうちに成果が

出たり、突然日の目を見たりするものです。地道に研鑽を積
むことが、将来につながると私は思います。

Q9

A.

これから新生児科を担う若手医師に向けて、メッセージをお願いします。

地道なことをコツコツ行い、積み重ねてください。

私は先達、また後輩・大学院生、留学先の先生方など、たくさんの人と出会うこ
とができました。その中でアドバイスを受け、導かれたおかげで、今までやって
こられたと思っています。
若い先生方は時々でやるべきことがあると思いますが、さまざまな人と出会い、
話をして、時に立ち止まって考え、ご自身のやりたいことを模索して、人生をさら
に充実させてほしいと思います。

Q10

A.

最後に、先生のこれまでのプロセスを振り返って
大切だったと思う点を挙げてください。

多くの先生方との出会いやアドバイスです。
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若手時代を思い返すと、1例報告など、自らやらなければな
らないことは独りで頑張りました。
ただ、私の場合は比較的早い段階で指導的な立場になった
ため、大学院生や後輩と一緒に臨床・研究をする時間が長
かったのです。正直、ラッキーでした。なぜなら、先生方が論

文執筆や学会発表のために最新の医学情報をある意味“教
えて”くれるからです。教育・指導する立場でありながら、逆
に私が「え、そうなの？」と学んでいることも多々ありました。
教室の中でお互いに高め合っていく関係性は、今後も大切
にしていきたいですね。

Q5

A.

これまで、どのように勉強されていましたか。

先生方と行う、学内・院内の教育活動が一番勉強になります。

2003年から留学したスタンフォード大学で得られたことは、
非常に多かったですね。基礎研究を行っていましたが、手技
はもちろん、研究を始めてから完遂するまでのプロセスを
しっかり学ぶことができました。
加えて、私は外国の方とのコミュニケーションに“アレルギー”
があったのですが、一緒に研究生活を送っているうちに、

最終的に同じ人間としての付き合いになりました。このことは、
私にとって研究成果より大きいことでした。
私は海外留学をする先生に「研究成果が出れば理想ですが、
たとえ出なくともいろんな意味で成長できる場になるはず
です」と伝えています。

Q6

A.

留学で得られた知見やメリットを教えてください。

外国人とのコミュニケーションに臆することがなくなりました。

趣味を作るべく、妻からいろいろと勧められて、テニスやゴ
ルフ、ジム通いもしてみましたが、続きませんでした。結局、
私は休日も平日にこなせない論文執筆などをしているので
すが、先ほどお話しした当直での気持ちと同じで、この仕事
が天職なので全く苦にならないのです。

そのため、これは一番困ってしまう
質問なのですが（笑）、若い先生
方と一緒に研究したりすること
は楽しいですよ。

Q7

A.

趣味など、熱中していることはありますか。

若い先生方と一緒に研究すること、でしょうか。

神戸大学在籍時の上長にあたる松尾雅文先生（現・神戸学
院大学総合リハビリテーション学部教授）にはお世話になり
ました。松尾先生が日本小児科学会の理事をされていた時、
同学会の予防接種・感染症対策委員会に委員として参加し
ました。その理由は、2009年に本邦1例目の新型インフル

エンザ母子感染例を私が診たからでした。同委員会は、小児
感染症のトップランナーの先生方が集まっておられました。
30代半ばの私は最初何も発言できなかったのですが、「こん
な世界があるのか」と強い刺激を受けました。私の人生を大
きく変えた、一番のキーポイントだったと思っています。

Q4

A.

影響を受けた先生方はどなたでしょうか。

多くの先生方が、私の見識を広げてくれました。

元々医療系の親族がいる家系ではなかったのですが、高校
時代に病院に通院しており、医療に接する機会が人より多
かったことが影響しています。そこで「病気についても、まだ
わからないことが多い」ことを知り、高校生ではありましたが、

「そのわからないことを、研究などで明らかにしてみたい」と
いう気持ちが出てきました。それゆえ、医療職の中でも医師
を志しました。

Q1

A.

医師を志した理由を教えていただけますか。

高校時代の経験が大きく影響しています。

実は当初、小児循環器科を考えていたのですが、医学を知る
につれ「どのような病気を抱えているにせよ、新生児と最初
に接することができるのは小児科、中でも新生児科」である
ことに気づきました。大学6年生の選択時には新生児科医を
志していました。

ただ、周産期医療というカテゴリで考えたとき、小児科と産
婦人科で迷った時期はありました。この二択では、2つの科
で周産期医療以外にすべきこと（小児科：成長・発達、他の小
児疾患、ワクチン接種など/産婦人科：女性性器がん、生殖医
療など）を比べて、小児科を選びました。

Q2

A.

小児科・新生児科を志した理由をお聞かせください。

病気を抱える新生児を、最初に診られることに魅力を感じました。

新生児科は全ての臓器を診ますし、新生児蘇生といった救
急科のような処置も、外科的な処置も行います。総合的な診
療ができる点は小児科・新生児科の大きな魅力です。その
赤ちゃんの人生を左右する部分にかかわることができる
ことに、今でもやりがいを感じています。

私は、例えば当直中に「患者さんが来る」と聞くと、アドレナリ
ンが出るのです（笑）。語弊があるかもしれないですが、「こ
んな好きなことをさせてもらっていいのか」と思うこともあり
ます。特に若い頃は「臨床が楽しい」と思っていましたね。
当時は研究より、臨床への思いが強かったと思います。

Q3

A.

新生児科のやりがいについて、改めて教えてください。

患児を総合的に診て、その児の人生にかかわることができる点です。
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